
履歴書           2012 年  4 月  18 日現在 

ふりがな                          かわばた もとい            

氏  名 

川端 元維 
出身地 

大阪府 

年齢 

 （満  25 歳） 

※ 

男 ・ 女 

参加した NICE ボランティア 分野 

国際 WC、週末 WC、関西 NICE 運営委員会 文化・教育・環境・地域おこし 満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 
フランス・インドネシア・日本(大阪・宮崎・熊本) 100％ 

受け入れ団体  

フランス:CONCORDIA、インドネシア:IIWC、日本:NICE 
活動のやりがい度 

100％ 

 
年齢 経歴 

18 歳 同志社大学社会学部社会学科入学。 

19 歳 NICE と出会い、フランスの国際ワークキャンプに参加。 

 帰国後、関西 NICE の活動に参加し、広報の活性化や大学 NICE 邁立ち上げに 進。 

20 歳 宮崎県綾町の国際ワークキャンプのリーダーを務めると同時に、関西 NICE 運営委員会に。

 インドネシアの国際ワークキャンプと内閣府国際青年育成交流事業にも参加。 

21 歳 大学生最後の夏、富田林&氷川国際ワークキャンプリーダーを務める(ダブルヘッダー)。 

22 歳 大学卒業後、カナダにてギャップイヤー。テーマは「社会起業家修行」。 

23 歳 大手自動車部品メーカー入社。製造部門と営業部門で経験を積む。 

25 歳 全寮制の中高一貫校に出向。リーダー教育、国際化教育に取り組む。 

  

趣味・特技 読書、写真、映画、水平思考、サッカー、お茶を飲むこと。 

座右の銘 「失敗してもいいから、後悔しないように。」 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

特になし。 

 

 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

フランス:南フランスの小さな村で、遺跡の修復を 3 週間。 

インドネシア:第 2 の都市スラバヤの貧困地区で、ストリートチルドレンへの教育活動。 

大阪:富田林市での里山保全。 宮崎&熊本:地域おこし活動や農業のお手伝い等。 



 

志望動機 

① ただ楽しいだけで、どこか満たされない大学生活をより有意義なものにする為。 

② 中身のない自分自身を変える為に、チャレンジングな環境に身を置きたいと考えたから。 

③ 世界史の教科書でしか見たことのなかった“世界”を自分の眼で見たかったから。 

上記 3 つの感情がふつふつと沸き上がって来た時、導かれるようにして NICE と出会い、 

フランスでの国際ワークキャンプに参加することを決めました。 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

① 現地の集合場所まで辿り着けるかどうか(何せ、初海外 1人旅のため…) 

② 英語でのコミュニケーション(受験英語は出来るが、会話の経験はなし。) 

① については、入念な事前調査を行った上で、街の人に尋ねまくることで乗り切りました。 

② は、スポーツ等を切り口に仲良くなり、会話の糸口を掴んで実践のなかで会話に慣れていきました。 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

家族は、特に反対等はせず、むしろ応援してくれたので有難かったです。友人等は、応援してくれた人も

いれば、驚いていた人、否定的なことを言ってきた人と様々でしたが、いちいち他人の反応を気にして 

いては前に進めないと思い、ワークキャンプへの参加に踏み切りました。 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

フランスのワークキャンプでの社会的意識の高いメンバーとの交流を通じて、「社会の為に仕事をする」と

いう考え方に触れたことで、社会の諸課題解決に目が向くようになりました。 

そこから、国際協力や教育・機会格差、社会の持続可能性など、幅広い分野に興味関心を持ち、 

ボランティア活動や研究に打ち込んだ結果、NPO の持つ社会変革意識と企業が持つ経営能力を融合させる 

ことが自分の役割だと判断し、経営理念に共感できる現在の勤務先に入社しました。 

また、NICE の活動を通して出会った仲間達とは今でも付き合いがあり、いつでもインスピレーションを 

与え合っています。(一生の仲間と言っても過言ではありません。) 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

ワークキャンプを通じて得られたものは沢山ありま

すが、特筆すべきなのは、仲間、原体験、志だと思い

ます。 

ワークキャンプは、その裾野の広さからか、多様な人

が集まり、想いや志を共有し、共に行動する場となり

ます。その中で、壁にもぶつかりながら、一生ものの

仲間や、新しい自分に出会い、将来の道がおぼろげな

がら見えました。 

そんな可能性への扉が、ワークキャンプなのだと思い

ます☆ 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 

  １）実務的な知識・スキル 

  

４） 進路・目標   

５）社会への 考 
えや価値観   

２）人・社会と

やっていく力 
６）その後の人 
生に活きた人脈   

３） 自分でやっ

ていける力 
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